














































































































































































































































































































































































































































































































































近世史料概説・ 6時間 支配文書・ 8時間 農山村文書・ 12時間












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































大藤 修 戸島 昭 青山英幸 稲葉政満 石原一則














































































????????????? ???? ??? ????
1996年度以後のメンバーは次のとおりである。

































































































































































































































































































































方 美英氏（バン・ ミヨン、お茶の水女子大学大学院生、 日本近世史）
金 孝宣氏（キム・ヒョウソン、東京大学大学院生、 日本近世史）
であった。なお、司会は渡辺浩一が担当した。
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収重者・檀間 <HN） |塊 嘆 蕊|u')I
所 在 地 (HA） 職／ ：／ ｛え#／
所蛍関係 <Wl)11噛収喚噂人海剛（・脇）受剛寄碓｛-節）受』&保管 寄閣・寄誕行私 (W2)！
寄附･寄誕行他所(W3)I
年代 上限(E1） 年 F隅(E2） 年 主な年代(由)i 古代､中世､安椀､江戸崎中後､明諭伽俄､大正､剛椥硬偽我後､平皮

























































































































































滋賀 394 京都1,417大阪 842 兵庫2,655奈良 825 和歌山1,336
鳥取 172 島根1,005岡山1,168広島1,498山口2,167
徳島 949 香川 357 愛媛 307 高知 686













































































.ﾐｰｰ 一一‐ 一 .~･ー
| 1991 19921 19931 19941 19951 1996 1997
1 4 1 5 ｣ 12 1 17 1 24 42 1 51 1
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(丑木） 前期第2 ． 3週テーマ討鏡
奪錘鐘 休 日




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ものがある。ペツォールドコレクション以外には、 「西荘文庫」 （国学者小津桂窓の蔵書)、 「立
教館図書印」 「白河文庫」 （松平定信の創始した藩学文庫） といった有名な文庫から、現段階で





































































































































































































































































































































































































年度 閲覧日数 利用者数 -B平鯏用識 撮影件数 貸出件数
1991年度 283 1,116 3.9 269 5


















































































































































家文書未整理史料調査報告書」 （担当： リサーチアシスタント倉持隆） として史料館長に提出
された。このような取り組みは、立川移転の際の円滑な史料移動を行うための準備でもある。
「史料総覧」はまた、マイクロフィルム収集史料の閲覧・複写についても課題があることを
明らかにした。マイクロフィルム収集史料は、本来、これを撮影した際に、史料館での閲覧・
複写及び出版物への掲載などの2次利用について、原蔵者の了解を得ておくべきであったが、
往時のマイクロフィルム収集の際には、 この措置がとられていないものもあった。このため
『史料総覧」と平行して1993年3月以来、原蔵者の了解（｢利用者への複写サービスの実施につ
いて（回答)｣）を改めて求めることとし、1998年3月までに110件中91件の承諾を得た。
なおまた、史料館収蔵史料の全文翻刻、影写本の制作については、 1999年2月に史料館利用
規程の内規を策定し、 2m0年7月に次のように確定した。すなわち、収蔵史料のうち、史料館
が行う事業に抵触せず、 また史料館長が不適当と認めたものを除き、 「翻刻掲載許可申請書」
の提出を求め、資料管理委員会の検討を経て史料館長が許可することとした。
（5）今後の課題と展望
この10年の公開利用サービスの歩みをたどってきた。最後にこの中から、課題と展望を引き
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出しておきたい。見てきたとおりこの10年は、公開利用サービスの面でも史料館は、めざまし
く進展してきたと言えるのではなかろうか。ただ、我が国全体の史料保存機関の活動の進展、
社会全体の情報化の動きに照応させてみると、解決すべき課題はかえって増えているのではな
いかと思わしめられる。
課題の第1は、やはり未整理史料及び未公開図書を閲覧に供することである。とくに未整理
史料の利用が出来るようにするための対策が必要である。これまでは、 『所蔵史料目録」を編
集刊行する過程で、未整理部分も目録化され、その結果、出納が可能となるように装備が施さ
れ、逐次、未整理状態が解消されていくという方法をとってきた。しかし、前述のように『史
料総覧』によって約50万点のごく一部とはいえ、未だ閲覧に供していない部分があることを明
らかにした。 1999年度以来、徐々に手がけているように、未整理史料全体についての何らかの
中・長期の方策が必要となろう。この課題の中には、旧日本実業史博物館準備室旧蔵資料の実
物資料、写真などの有効利用も含まれる。
図書等についても、約8万点のうち65％について公開を果たしている。検索手段の整備とと
もにやがては残りの部分を閲覧に供することが出来よう。
第2に、利用に供する手段のシステム化である。現在公開されている所蔵史料のデータベー
ス化によって、史料群からさらに個々の史料（アイテムレベル）まで史料情報の検索ができる
ようになるのみならず、史料群の階層構造に沿って検索するシステムとして確立することをめ
ざしたい。これらは、単に情報を外に向けて発信する部分についてだけではなく、マイクロフ
ィルム収集を含む史料収集・登録・利用・複製化・保存管理に至る一連の史（資）料管理に及
ぶ必要がある。調査・収集を経た史（資）料の情報、整理のため待機している状態、装備・修
復を要するデータ、複製化による代替史料の有無、閲覧・複写・貸出など利用の履歴が、すべ
ての史（資）料について把握され、情報を管理していくシステムが望ましい。これらのシステ
ムをどのように構築していくか、改めて今後の課題となる。
第3は、 これらのシステムを維持し、発展させる体制についての課題である。 『史料総覧』
刊行後、改めて意識されてきたのは、新たなシステムを維持し、発展させる体制の確立である。
前述の通り史料館では教官が研究として史料の調査・収集・整理、 目録の編集刊行、システム
の開発、データの点検に当たり、情報閲覧室では、史料・図書等の受入登録、図書の収集・整
理、史料の装備・配架・保存管理、利用の諸事務に当たっている。教官が開発した情報システ
ムも日常的に運用するのは情報閲覧室であるが、進展する情報化の試みを情報閲覧室ですべて
受け止める体制にはなっていない。当館は、新しい発想に恵まれているが、これを具体的に維
持し継続する側面に不足するところがある。
今後、国文学研究資料館全体の立川移転にともない種々の課題が予測される。例えば、移転
のために史料・図書等の正確な量的把握、史料の保護・養生・移送、新しい書庫での配架等々
をどのようにするか、 という点である。加えて昨今は各館の展示期間の長期化にともない史
(資）料貸出期間（現行は3週間）延長の求めもある。立川移転の準備のためにも、史（資）
料全体の管理とこれを担う体制の強化が必要となってくる。 （鈴江英一）
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3． まとめにかえて
-21世紀の史料館像一
史料館は1951年に誕生し、20世紀の後半50年を生きてきた。そして2001年。21世紀の史料館
像を語るには、やや時機を逸してしまった感がないではないが、折しも、史料館は立川移転や
独立行政法人化問題、 さらには他機関との合併問題など、組織の根本的なあり方に関わる大き
な問題の渦中にある。50年の歩みをふまえ、史料館はこれから何をめざそうとするのか。その
ことが今ほど強く問われている時はない。第1部のまとめにかえて、私たちの考えの一端を記
したい。
21世紀日本の歴史情報資源とアーカイブズ
21世紀は電子情報社会であり、グローバル・ネットワークの時代だといわれる。この動かし
がたい潮流の中で、 さまざまな歴史情報資源を有効に保存活用していくためには、わが国全体
として、どのようなシステムを構築していくべきなのか？いま本当に必要なのは、一個別機関
の将来構想のレベルを超えた、そのような幅広い観点からの斬新な議論であろう。
歴史情報資源には、遺跡・建造物・美術工芸品・日常生活用具等のいわゆるモノ資料から、
習俗・慣習・伝統芸能など無形民俗資料、図書・文献・文書等の記録資料まで、あらゆるタイ
プのものが存在する。これらを適切に保存し活用していくためには、博物館、図書館、文書館
のような専門システムと、それぞれの活動を支える独自の学問的基盤が不可欠である。それは
21世紀においても変わるまい。ただし、専門システムのあり方や機能分担の方法、また専門シ
ステムを支える学問的基盤の中身は、当然のことながら21世紀にふさわしい新しいものが求め
られる。
史料館は、わが国の「近世・近代史料」を主な対象として活動してきたが、 1980年代半ばか
らは、むしろ“アーカイプズ"archivesという考え方を前面に押し出して研究と活動を進めて
きた。よく知られてきているように、アーカイプズには二つの意味がある。過去の古文書・古
記録から近年の公文書・企業文書・映像記録・電子記録などまで、時代や媒体に関わらずさま
ざまな組織体が生み出す一次的な記録情報資源という意味と、それらの記録情報資源を保存公
開するための文書館・公文書館システムという意味の二つである。そして、この二つの意味に
おけるアーカイプズを支える学問的基盤がアーカイプズ学archivescience(記録史料学）であ
る。
右のようなアーカイプズならびにアーカイプズ学の考え方は、欧米では長い伝統を持ってい
るが、 日本においてはまだ十分に普及していない。しかし私たちは、この考え方がわが国の歴
史情報資源の保存活用にとってきわめて有効であると確信し、各地の文書館や公文書館設立運
動を側面から支援するとともに、アーカイプズ学の学問的確立を史料館研究活動の重点目標の
一つに据えて、努力を重ねてきたのである。
21世紀のグローバルな情報化社会において、歴史情報資源保存活用システムとしてのアーカ
イブズならびにアーカイプズ学の役割は、 さらに大きいものとなるだろう、 と私たちは予測し
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ている。文書館や公文書館などのアーカイブズ施設は、名称はもっと新しいものに変わるかも
しれないが、組織体の情報資源センターとして、わが国の地方自治体や企業などにとっても、
やがて欠かせない存在になっていくはずである。そのような予測に立つ時、アーカイブズ学研
究とアーキビスト教育の中心となる、そして同時に日本全国の文書館ネットワークの中心とな
る“アーカイブズのナショナル・センター”がぜひとも必要である。史料館は、 21世紀日本に
おいて、そのようなアーカイブズのナショナル・センターの一端を担っていきたい。
アーカイブズ情報センターとしての拡充を
アーカイブズのナショナル・センターが担うべき第一の機能は、 日本全国の文書館ネットワ
ークの中心としての役割である。とくに、文書館をはじめ各種の史料保存機関や団体、個人な
どが所蔵するアーカイブ資料に関する情報を集約し、国内だけでなく国外からの検索利用ニー
ズに対応できるシステムを整備することは、地球レベルでの歴史情報資源共有化という今後の
方向性を考えた場合、 もっとも重要な任務のひとつになろう。イギリスの国立アーカイプズ登
録局(NationalRegisterofArchives)が長年にわたって行ってきた活動などは、そのモデルとし
て大いに参考になる。
史料館は、かねてより近世・近代文書を中心とした全国のアーカイブ資料の所在調査事業に
取り組み、その成果を「史料所在情報データベース」として公開している。またそれとは別に、
全国の文書館などが所蔵史料についての情報を自主的に提供しあってウェプ上で共有化する
｢史料情報共有化データベース」の構築を研究・実験中である。このような蓄積を基盤にして、
アーカイプズ情報センターとしての機能をさらに拡充していきたいと考えている。
なお、アーカイブ資料を対象にした類似の情報センター的活動は、東京大学史料編纂所や国
立公文書館アジア歴史資料センターなどでも構想があると伝えられる。アーカイブ資料の多様
さを考えると、全国的な情報センターが複数存在することは決して不自然ではないが、言うま
でもないことながら、密接な連携のもとで適切な機能分担が図られなければならない。
なおアーカイプズ情報センターの国際的な役割について付言すると、 日本国内のアーカイブ
情報を発信するだけでなく、今後は海外に所在する日本関係アーカイブ資料についての情報収
集と提供という機能がさらに強く求められるだろう。その際に欠かせないのは、外国の文書館
やアーキビストをはじめとする関係機関・関係者との国際協力である。そして国際協力におい
てとくに重要なのは、 日本の研究者・利用者のために日本関係アーカイブ情報を収集するとい
う偏狭な考え方を捨てることである。世界では今、ユネスコや国際文書館評議会を中心に、各
国の文書館やアーキビストが協力して、国の壁を越えたアーカイブ資料の発掘と共有化への努
力が始められている。日本のアーカイブ情報センターは、そのような国際努力の一端を担うと
いう普遍的な観点にたち、積極的な国際活動を展開していかなければならないと思う。
アーカイブズ学研究教育機関としての発展を
アーカイブズのナショナル・センターが担うべき第二の役割は、アーカイプズ学研究と、そ
れを基盤にしたアーキビスト教育の推進である。
史料館は、 これまで近世・近代史料を主な対象として、史料学研究（記録史料認識論） と史
料管理学研究（記録史料管理論）を二つの柱に研究を進めてきた。が、これからは過去の文書
史料のみならず、現代のニューメディア記録を含めた広い意味での記録情報資源の全体を“ア
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－カイブ資料archivalmatenal"としてとらえ直し、21世紀にふさわしい新しいアーカイブズ学
の方向を模索することが重要だ。そのためには、 これまで以上に歴史学、社会学、政治学、経
済学、情報学、博物館学、文化財保存科学など関連科学との幅広い協同が求められる。もちろ
ん、学問である以上、国際的な研究協力が不可欠なことはいうまでもなく、研究者交流や国際
研究集会の開催なども積極的に推進していかなければならない。研究拠点としてのアーカイブ
ズのナショナル・センターが必要なゆえんである。
またアーキビストの教育・養成は、アーカイブズ・システムの整備のために最も基本的かつ
緊急の課題である。将来的には、世界の多くの国々がそうであるように、国内の複数の大学院
にアーキビスト養成のための高等専門職教育課程を設置する必要があろう。その場合、アーカ
イブズのナショナル・センターは、教育担当者のための研修センターないしアーキビストの上
級教育機関として機能するのが望ましい。しかし大学院のアーキビスト養成課程が未発達な段
階では、ナショナル・センターが自らアーキビスト養成の中心的役割を担っていかざるを得な
いだろう。
史料館は、そのような考えから、当面「史料管理学研修会長期研修課程」を改善し、新たに
｢アーカイブズ・セミナー」を開設する計画を進めている。このセミナーは、2.3｢10年の教
育・研修活動」ですでに記したように、従来の史料管理学研修会と同じく大学院生や文書館・
公文書館の現職者などを対象にするが、大学院教育の方法を大幅にとり入れ、講義だけでなく
ゼミ形式での討論や実習を重視する考えである。カリキュラムも7科目に整理し、アーキビス
ト養成に必要な教育内容をより明確に示していきたい。
履修期間は現職者が履修しやすいように、現在の最長2年から最長3年に延長する。ただ大
学院生の場合は、これまで通り1年で全科目を履修する場合がほとんどと予想される。史料管
理学研修会を単位認定の対象として認める大学院が増えている現状にかんがみ、新しいセミナ
ーの開始にあたっては、大学院生が参加しやすいよう、開催時期、カリキュラム内容、履修方
法などについて、今後ともそれらの大学院と協議を続けていきたい。
総合アーカイブズとしての新しい方向を
史料館は1951年にわが国初の国立のアーカイブズとして発足した。以来50年間に収集した史
料は現在約50万点にのぼっている。1972年に国立公文書館が設置され、その後各地に地方自治
体の文書館・公文書館等が設置されるようになって、史料館のアーカイブズとしての役割は相
対的に低下しているかに見えるが、近世・近代文書に関する限り、わが国最大の文書館である
点に変わりはない。史料館は、何よりもこの膨大な所蔵史料について、アーカイプズ学の最新
の知識と技術を駆使しつつ科学的な整理と情報化につとめ、一般市民や研究者がもっと広く活
用できるよう整備を進めていきたい。それこそ、史料館がアーカイプズとして果たすべき最も
大切な任務だと考えている。
一方、わが国のアーカイブ資料の現状を時代や分野を越えて広く見渡すと、文書館・公文書
館等で有効に保存・活用されているのは依然として全体のごく一部に過ぎない、 という現実が
ある。国が責任を持つべき全国レベルの記録史料に限ってみても、たとえば政府の公文書につ
いては国立公文書館があるが、裁判所や国会の記録史料の保存は、万全の体制からはほど遠い。
政党や財界団体、あるいは特殊法人などのアーカイブ資料も、ほとんど手がついていない。ま
た首相経験者を初めとする政治家の個人史料や、裁判官、行政官僚などの史料にも、国が保存
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すべきものがあるはずだが、国立国会図書館や大学がごく一部を断片的に収集しているほかは、
体系的な対策がとられていない。
このような公的性格を持つアーカイブ資料のうちで国立公文書館や国会図書館が対象としな
いもの、あるいは民間企業・民間団体や一般個人などのアーカイブ資料であっても、一地域に
限定されない全国的性格を持ち、かつ他に適切な保存施設を持たないものについては、将来的
にアーカイプズのナショナル・センターが受け入れるべきだろう。第一の情報センターとして
の役割も、第二の研究教育機関としての機能も、ナショナル・センターが自ら総合アーカイプ
ズとしての土台を持ってこそ、 より有効に働くに違いない。
そのような立場から、史料館も今後は、全国的な保存意義がありかつ他に適切な保存機関を
持たない種々のアーカイブ資料について、受け入れの可能性を探ってみたいと考えている。
以上、 21世紀における“アーカイプズのナショナル・センター”の必要性を「アーカイプズ
情報センター」 「アーカイブズ学研究教育機関」「総合アーカイプズ」という三つの機能を中心
にまとめ、それらの機能の一端を担っていくという観点から“史料館の21世紀像”を構想して
みた。いずれも、近年私たちが模索してきた方向性の延長線上にあるものであり、 とりわけ目
新しいものではないが、今後とも関係各界のご協力、ご批判を仰ぎながら、着実に努力を重ね
ていきたい。 (安藤正人）
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